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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、放送制作分野における映像符号化に関する研究についてであり、放送コンテンツの制作分野にお
ける動画の蓄積・加工のための映像符号化に関するものである。従来に無い高い機能性を持つ符号化方式
JPEG2000（以下JP2Kと略）に着目し、その機能を実現する一連の要素技術とシステムを研究開発し性能評価を
行った。さらに「狭義の映像符号化」の枠を超える試みについて研究を行い、実際のTV報道に応用した。 
 本研究の内容は、以下のようにまとめられる： 
１）JP2Kをinterlace HDTV動画に適用するためのfeasibility research 
 JP2Kを動画像に応用した場合に発生するWavelet変換符号化固有の視覚的歪の解析を行った。Wavelet変換に
よる“flicker artifact”歪がvisual weightingにより低減されるというこの現象が、視覚理論のWeber則によ
り定性的・原理的に説明できることを初めて世に示した。さらに、JP2K符号化方式をinterlace TV動画像に適
用すると、interlace固有の歪が発生するという知見を世界で初めて指摘した。さらに適応的空間filterによる
前処理により、この劣化を低減する方法を提案し、その効果を確かめた。 
２）Wavelet符号化のダイナミックプログラミングによる最適符号量制御方式の開発 
 Wavelet符号化の符号量─歪最適化のための一手法として、ダイナミックプログラミングによる最適符号量制御
のアルゴリズムを提案し、その効果を確かめた。このアルゴリズムは、入力画像をWavelet変換した後、与えられ
た符号量制約の下で、最も符号化歪が少なくなるように、符号を切り捨てる（code truncation）手法であり、符
号量制約の下で最適符号を生成するという意味で、符号量制御の課題を、制約条件下での最適化問題として定式
化したものである。JP2Kの標準化における基準検証ソフトウエアと比較し、より高い符号化性能を検証した。 
３）JP2KによるHDTV番組制作技術の開発 
 メディア制作におけるシングルソース・マルチユースを実現して、放送用コンテンツ制作を活性化する、JP2K
による動画像符号化技術の数々を開発した。a) JP2K part-1規格準拠のPC拡張基板１枚によるコンパクトな
JP2K-HDTV動画コーデック、b) JP2KのscalabilityによりHDTV動画を汎用PC上で簡易に試写できるMotion-JP2K
規格準拠のソフトプレーヤ技術、c) JP2K-HDTVをIP伝送するプロトコル（NNV）の提案と実装および受信クライ
アント・ソフトウェア技術などであり、JP2Kの持つ階層性（scalability）をHDTV動画メディアに活用する上記
の３つの技術は、本研究により世界に先駆けて開発されたものである。さらにHDTV-JP2K符号化実験による符号
化画質の評価と、NNVプロトコルによるJP2K-HDTV動画像のIP伝送実験を行い良好な結果を得た。 
４)「狭義の映像符号化」の枠を超える試み 
 TV映像の受信側に提示する多値カラー画像を受信側で作画生成し、作画のためのベース情報のみを可逆圧縮
で高効率に伝送する方式の開発を行った。この成果を、1998年の参議院選挙速報のTV報道に適用し良好な結果
を得た。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、放送コンテンツの制作分野における動画の蓄積・加工のための映像符号化に関するものであり、
高い機能性を持つ符号化方式JPEG2000（JP2K）に着目し、その機能を実現する一連の要素技術とシステムの開
発・性能評価を行い、さらに「狭義の映像符号化」の枠を超える試みと実際のテレビ報道への応用についての
研究をまとめている。 
 第１章では、放送制作分野における映像符号化方式の動向を概説し、単一のハイビジョン（HDTV）素材から
多様なメディアのコンテンツを制作する「シングルソース・マルチユース」を、JP2Kの階層性を活用して実現
することを本研究の目的として述べている。 
 第２章では、JP2Kを動画像に応用した場合に発生するWavelet変換符号化固有の視覚的歪の解析を行い、
Wavelet変換による“flicker artifact”歪がvisual weightingにより低減される現象が、視覚理論のWeber則
により定性的・原理的に説明できることを示している。さらに、インターレース動画像をJP2K符号すると固有
の歪が発生することを指摘し、この劣化を低減する適応的空間フィルタの手法を提案し効果を示している。 
 第３章では、Wavelet符号化の符号量・歪最適化の一手法として、与えられた符号量制約の下で最も符号化歪
が少なくなるように符号を切り捨てる、ダイナミックプログラミングによる最適符号量制御のアルゴリズムを
提案し、高い符号化性能を確かめている。 
 第４章では、JP2KによるHDTV放送制作システムを実現するための動画像符号化技術として、PC拡張基板1枚に
よるコンパクトなJP2K-HDTV動画コーデック、HDTV動画を汎用PC上で簡易に試写できるMotion-JP2K規格準拠の
ソフトプレーヤ技術、JP2K-HDTVをIP伝送するプロトコル（NNV）の提案と実装および受信クライアント・ソフ
トウェア技術の開発について述べている。JP2Kの持つ階層性をHDTV動画メディアに活用する上記の３つの要素
技術は世界に先駆けて開発されたものである。 
 第５章では、「狭義の映像符号化」の枠を超える試みとして、テレビ映像の受信側に提示する多値カラー画像
を受信側で作画生成し、作画のためのベース情報のみを可逆圧縮で高効率に伝送する方式の開発と、テレビの
選挙速報への応用について述べている。 
 第６章では、放送コンテンツ制作のための本研究の成果をまとめている。 
 以上のように、本研究の成果は、今後のマルチメディア時代の番組制作に新しい展開をもたらす技術の向上
に大きく寄与するものである。 
 よって、本論文著者は、博士（工学）の学位を授与される資格があるものと認める。 
